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令和７年度医薬品販売制度実態把握調査結果について 

 

厚生労働省では、薬局・店舗販売業が医薬品の販売に際し、店舗やインターネット

で消費者に適切に説明を行っているかどうか等についての調査を平成 21 年度から毎

年度行っています。平成 26 年度からは、一般用医薬品のインターネットでの販売状

況や要指導医薬品の店舗での販売状況を含めて調査を行っており、今般、令和７年度

の調査結果を取りまとめましたので、別添１～３のとおりお知らせします。 

今回の調査について、店舗での販売においては、「使用者の状況についての確認」

等の項目で改善が見られたものの、「文書による情報提供の有無」等の項目で遵守率

が低下しています。また、「情報提供された内容を理解したかどうか等の確認」をは

じめとして、販売ルールを遵守していない薬局・店舗販売業が存在するため、更なる

遵守率の向上に向けて販売ルールの徹底が必要です。 

また、インターネットでの販売においては、例年遵守率の低い「濫用等のおそれの

ある医薬品を複数購入しようとしたときの対応が適切であった」等の項目で改善が見

られたものの、「第１類医薬品販売時の相談に対応した者の資格が薬剤師であった」、

「第２類医薬品等に関する相談に対応した者の資格が薬剤師または登録販売者であ

った」等の項目で遵守率が低下し、昨年に引き続き遵守率が低い結果となっているた

め、店舗での販売と同様に販売ルールの徹底が必要です。 

 

ついては、今回の調査で遵守率が低かった項目等を中心に監視指導の強化を行うと

ともに、販売に従事する薬剤師及び登録販売者の資質向上に係る研修等について周知

徹底いただくなど、より一層の医薬品販売制度の遵守徹底に向けた対応をお願いしま

す。 

なお、濫用のおそれのある医薬品については、医薬品、医療機器等の品質、有効性

及び安全性の確保等に関する法律等の一部を改正する法律（令和７年法律第 37 号）



 

第１条の規定による改正後の医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等

に関する法律（昭和 35 年法律第 145 号）第 36 条の 11 において指定濫用防止医薬品

として位置付け、新たな販売ルールが本年５月１日より施行されたところです。 

その具体の運用について、「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保

等に関する法律等の一部を改正する法律等の施行等について（公布の日から起算して

１年を超えない範囲内において政令で定める日（令和８年５月１日）施行事項関係）」

（令和７年 12 月 26 日付け医薬発 1226 第２号厚生労働省医薬局長通知。別添４）及

び「指定濫用防止医薬品の販売等について」（令和７年 12月 26日付け医薬発 1226第

16 号厚生労働省医薬局長通知。別添５）を発出しており、貴管内関係団体、関係機

関等に改めて周知するとともに、貴管内の薬局開設者、店舗販売業者及び配置販売業

者に対する適切な指導等をお願いします。 

 

 


